
人とふれあい、見聞広げ

独
自
の
二
つ
の
特
色
深
化

海
外
で
働
く
意
義
を
学
ぶ

瀬
戸
内
の
島
で
民
泊
体
験

「
感
謝
の
気
持
ち
」を
養
う

修
徳
高
等
学
校

広
島
・
山
口
方
面
４
泊
５
日


年

月

～

日
実
施

東
京
都
立
総
合
工
科
高
等
学
校

台
湾
３
泊
４
日


年

月

～

日
実
施
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平田　誠一校長藤原　直也教諭

　多感な高校生にとって教育（修学）旅行は学生時代の
一大イベントだ。楽しみでもあり、また不安でもある。
非日常の場に身を置き、その土地ならではのものに触れ、
見て、人と接することで視野が広がることもある。ここ
では充実した教育（修学）旅行を実施する４校の取り組
みを取り上げる。

出
国
ロ
ビ
ー
で
海
外
渡
航

手
続
き

五
つ
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ

国
際
理
解
を
促
進

　　　工場見学で働くことの意義を学習

鈴木　智信教諭

　　　　　　　海釣りに挑戦

　　釣った魚を生徒自らがさばく

　
収
穫
物
を
手
に
取
り
ニ
ッ
コ
リ

　
島
名
産
の
み
か
ん
を
収
穫

　　　　現地高校生から歓迎を受ける

　Ｂ＆Ｓプログラムによる市内観光

　
修
徳
学
園
（
大
多
田
泰
亘

校
長
）
は
明
治

（
１
９
０

４
）
年
創
立
、
今
年
で
１
１

５
周
年
を
迎
え
る
歴
史
あ
る

学
園
だ
。

　
「
ど
ん
な
人
に
も
教
育
の

場
を
開
く
」こ
と
を
理
念
に
、

学
園
の
校
祖
中
川
與
志
（
よ

し
）
氏
が
「
東
本
夜
学
部
」

の
名
で
東
京
都
墨
田
区
本
所

に
教
場
を
開
設
し
た
の
が
始

ま
り
。
そ
の
後
名
称
変
更
を

経
て
、昭
和
（
１
９
４
９
）

年
に
現
在
の
東
京
都
葛
飾
区

青
戸
に
校
舎
を
移
転
、
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

　
建
学
の
精
神
は
「
社
会
の

た
め
自
己
の
一
生
を
捧
げ
う

る
人
物
の
育
成
」
「
感
謝
の

生
活
を
送
れ
る
人
物
の
育

成
」
「
実
社
会
で
直
ち
に
役

立
つ
教
養
を
身
に
つ
け
た
人

物
の
育
成
」
。
と
り
わ
け

「
報
恩
感
謝
」
（
親
切
を
受

け
た
こ
と
を
忘
れ
ず
に
あ
り

が
た
い
と
思
う
心
と
そ
の
ご

恩
に
報
い
る
言
動
）
と
い
う

校
祖
中
川
氏
の
教
え
を
大
切

に
し
て
い
る
。

　
中
学
と
高
校
の
男
女
共
学

で
、
高
校
の
生
徒
数
は
３
学

年
合
わ
せ
て
６
８
４
人
（
２

０
１
８
年
度
）
。
「
特
進
ク

ラ
ス
」
「
選
抜
ク
ラ
ス
」

「
英
語
選
抜
ク
ラ
ス
」
「
普

通
科
文
理
進
学
ク
ラ
ス
」
の

四
つ
の
ク
ラ
ス
を
設
け
、
生

徒
の
目
標
や
レ
ベ
ル
に
合
わ

せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん

で
い
る
。

　
一
方
、
課
外
活
動
も
盛
ん

で
、
体
育
系
の
野
球
、
サ
ッ

カ
ー
、
柔
道
部
、
文
化
系
の

吹
奏
楽
部
な
ど
が
全
国
レ
ベ

ル
で
活
躍
。
著
名
な
ス
ポ
ー

ツ
選
手
も
輩
出
し
て
い
る
。

　
高
校
の
修
学
旅
行
は
２
年

次
、
「
研
修
旅
行
」
の
名
称

で
行
っ
て
い
る
。
行
く
先
は

ク
ラ
ス
に
よ
り
分
か
れ
、
特

進
、
選
抜
、
英
語
選
抜
の
各

ク
ラ
ス
は
関
西
方
面
へ
。
海

外
か
ら
日
本
の
大
学
に
留
学

す
る
学
生
と
と
も
に
観
光
地

を
巡
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

内
容
だ
。
外
国
人
と
英
語
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
で
、
語
学
力
を
向
上

さ
せ
る
狙
い
が
あ
る
。

　
一
方
、
普
通
科
文
理
進
学

ク
ラ
ス
は
広
島
・
山
口
方
面

へ
、
４
泊
５
日
の
研
修
旅
行

を
行
っ
て
い
る
。

　
内
容
は
平
和
学
習
、
歴
史

学
習
、
民
泊
体
験
の
三
つ
。

こ
の
う
ち
平
和
学
習
は
平
和

記
念
資
料
館
、
原
爆
ド
ー
ム

が
あ
る
広
島
市
で
実
施
。
核

兵
器
使
用
に
よ
る
惨
状
を
語

り
部
の
講
話
や
資
料
で
目
の

当
た
り
に
し
、
今
後
の
国
際

平
和
に
寄
与
で
き
る
素
養
を

養
う
内
容
だ
。
ま
た
歴
史
学

習
は
広
島
県
宮
島
で
平
氏
、

山
口
県
萩
で
幕
末
長
州
藩
の

歴
史
に
触
れ
る
内
容
。

　
民
泊
は
瀬
戸
内
海
に
浮
か

ぶ
山
口
県
の
周
防
大
島
で
行

う
。
「
第
１
次
産
業
に
特
化

し
た
農
村
・
漁
村
に
宿
泊
し
、

現
地
の
生
活
、
文
化
、
経
済

を
体
験
す
る
こ
と
で
、
日
本

の
風
土
を
感
じ
、
問
題
点
を

考
え
さ
せ
る
」
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
だ
。

　
昨
年
（
２
０
１
８
年
）
は

本
州
と
同
島
を
結
ぶ
「
大
島

大
橋
」
に
貨
物
船
が
激
突
し

た
影
響
で
、
島
で
の
民
泊
体

験
が
で
き
な
か
っ
た
。
直
近

の
島
で
の
民
泊
は
２
０
１
７

年
。
こ
の
年
は
１
５
０
人

（
男
子
１
０
４
人
、
女
子


人
）
が
参
加
し
、
男
女
別
、

３
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ
で


軒
の
受
け
入
れ
先
に
研
修
旅

行
２
日
目
の
夕
方
か
ら
４
日

目
の
朝
ま
で
３
日
間
滞
在
し

た
。

　
生
徒
た
ち
は
こ
の
間
、
漁

業
や
農
業
な
ど
滞
在
先
の
家

庭
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、

料
理
の
手
伝
い
を
し
た
り

と
、
家
族
と
同
様
の
生
活
を

し
た
。

　
漁
業
を
営
む
家
庭
で
は
海

釣
り
体
験
を
し
、
バ
ケ
ツ
い

っ
ぱ
い
取
っ
た
魚
を
自
ら
の

手
で
さ
ば
い
た
。
一
方
、
農

業
を
営
む
家
庭
で
は
、
島
の

名
産
品
の
み
か
ん
を
収
穫
。

都
会
で
は
で
き
な
い
体
験

に
、
生
徒
た
ち
は
興
味
津
々

だ
っ
た
。

　
２
０
１
７
年
の
学
年
主
任

だ
っ
た
同
校
の
鈴
木
智
信
教

諭
は
「
ア
レ
ル
ギ
ー
や
病
気

を
持
つ
子
ど
も
へ
の
対
応
な

ど
、
安
心
し
て
任
せ
ら
れ
る

態
勢
が
整
っ
て
い
る
」
と
同

島
の
受
け
入
れ
態
勢
を
評
価

す
る
。

　
「
こ
れ
ま
で
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
は
な
い
。
体
格
の
い
い

運
動
部
員
の
生
徒
が
ご
飯
を

食
べ
過
ぎ
て
迷
惑
を
か
け
た

ぐ
ら
い
（
笑
い
）
。
受
け
入

れ
家
庭
は
皆
、
生
徒
た
ち
を

子
ど
も
や
孫
の
よ
う
に
か
わ

い
が
っ
て
く
れ
た
」
。

　
２
泊
３
日
の
民
泊
体
験
を

終
え
た
生
徒
た
ち
は
受
け
入

れ
家
庭
と
の
別
れ
を
惜
し

み
、
閉
村
式
で
は
男
女
を
問

わ
ず
涙
す
る
姿
も
。

　
「
教
育
の
建
学
以
来
の
目

標
が
感
謝
の
気
持
ち
を
養
う

こ
と
。
生
徒
た
ち
は
親
元
を

離
れ
た
こ
と
で
、
普
段
の
親

と
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た

民
泊
先
の
家
庭
の
両
方
の
あ

り
が
た
さ
を
実
感
し
た
の
で

は
な
い
か
」（
鈴
木
教
諭
）。

　
実
際
、
旅
行
後
の
事
後
学

習
で
は
、
参
加
生
徒
の
約
８

割
が
親
へ
の
感
謝
、
そ
れ
に

匹
敵
す
る
割
合
で
島
の
受
け

入
れ
家
庭
へ
の
感
謝
を
口
に

し
た
と
い
う
。

　
同
じ
年
頃
の
子
ど
も
を
持

つ
鈴
木
教
諭
は
「
自
分
の
子

ど
も
に
も
民
泊
体
験
を
さ
せ

た
い
」
と
、
そ
の
教
育
効
果

を
強
調
す
る
。

　
島
で
の
民
泊
を
含
め
た
広

島
・
山
口
方
面
の
研
修
旅
行

は
今
後
も
実
施
す
る
。た
だ
、

特
進
ク
ラ
ス
が
行
っ
て
い
る

英
語
の
実
践
教
育
を
加
え
る

な
ど
、
内
容
を
一
部
変
更
す

る
予
定
だ
。

　
閑
静
な
住
宅
が
立
ち
並
ぶ

世
田
谷
区
成
城
に
位
置
す
る

東
京
都
立
総
合
工
科
高
等
学

校
（
平
田
誠
一
校
長
）
は
、

機
械
・
自
動
車
科
、
電
気
・

情
報
デ
ザ
イ
ン
科
、
建
築
・

都
市
工
学
科
の
３
科
を
設
置

し
て
い
る
。
「
広
い
視
野
か

ら
自
然
や
社
会
の
つ
な
が
り

を
考
え
る
力
（
創
造
）
と
自

己
実
現
力
を
身
に
つ
け
た
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
探
求
）
、

心
身
と
も
に
健
や
か
で
、
他

者
と
協
調
し
、
国
際
社
会
に

貢
献
で
き
る
豊
か
な
人
間
性

（
協
同
）
を
育
成
す
る
」
学

校
作
り
を
目
指
す
同
校
は
、

東
京
都
教
育
委
員
会
か
ら
学

力
向
上
研
究
校
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

　
学
校
教
育
で
は
①
理
工
系

大
学
へ
の
進
学
②
工
業
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
③
国

際
理
解
教
育
の
推
進
―
の
三

つ
の
柱
を
設
け
、
大
学
進
学

に
も
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
設
定
し
て
い
る
。
就
職

希
望
者
は
、
三
級
自
動
車
整

備
士
（
卒
業
後
筆
記
試
験
合

格
後
）
や
第
三
種
電
気
主
任

技
術
者
（
卒
業
後
実
務
経
験

後
）
や
二
級
建
築
士
（
卒
業

後
実
務
経
験
後
）
な
ど
の
国

家
試
験
を
取
得
す
る
こ
と
も

で
き
る
。
ま
た
、
設
備
拠
点

校
と
し
て
、
自
動
車
整
備
が

学
べ
る
数
多
く
の
の
自
動

車
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど

最
新
の
工
業
機
械
設
備
な
ど

が
備
え
ら
れ
て
お
り
、
近
隣

の
工
業
高
校
の
実
習
に
も
活

用
さ
れ
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
は
、
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
を
育
成
す
る
「
現
地

の
高
校
生
と
の
国
際
交
流
」

と
、
工
業
高
校
の
特
色
を
生

か
し
た
「
現
地
の
専
門
系
企

業
の
見
学
会
」
を
二
つ
の
特

色
と
し
て
、
開
校
当
初
か
ら

海
外
で
実
施
。
現
地
の
高
校

生
と
の
交
流
に
よ
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成

や
、
現
地
企
業
で
の
見
学
を

通
し
て
「
海
外
で
働
く
こ
と

の
意
義
」
に
つ
い
て
学
ば
せ

て
い
る
。
ま
た
、
修
学
旅
行

の
前
に
は
、
海
外
か
ら
研
修

旅
行
で
同
校
に
訪
れ
る
生
徒

と
最
低
２
回
の
国
際
交
流
を

経
験
さ
せ
て
い
る
。

　
海
外
を
修
学
旅
行
先
と
し

て
選
ぶ
際
に
一
番
大
事
に
し

て
い
る
こ
と
は
、
安
全
・
安

心
な
場
所
で
あ
る
か
ど
う

か
。
以
前
は
他
の
海
外
地
域

を
訪
れ
て
い
た
が
、
治
安
や

情
勢
を
考
慮
し
、
保
護
者
や

生
徒
か
ら
理
解
が
得
ら
れ
る

場
所
と
し
て
４
年
前
か
ら
台

湾
を
選
ん
だ
。

　

年
度
の
修
学
旅
行
は
、

台
湾
・
台
北
を
旅
行
先
に


月

～

日
の
３
泊
４
日
で

実
施
。
２
年
生
１
５
６
人
が

参
加
し
た
。
修
学
旅
行
の
実

施
を
前
に
狙
い
に
つ
い
て
藤

原
直
也
教
諭
は
「
事
前
か
ら

『
集
団
行
動
』
を
こ
の
学
年

の
テ
ー
マ
と
し
て
掲
げ
、
毎

月
の
学
年
集
会
で
も
繰
り
返

し
指
導
し
て
き
た
。
ど
こ
に

行
っ
て
も
自
ら
考
え
て
行
動

し
、
全
員
が
時
間
を
厳
守
し

行
動
で
き
る
か
」
と
指
導
し

て
き
た
と
い
う
。

　
修
学
旅
行
で
は
、
台
北
市

内
に
あ
る
松
山
高
級
工
農
職

業
学
校
で
本
校
校
歌
を
中
国

語
で
披
露
す
る
な
ど
学
校
間

交
流
を
行
っ
た
後
、
現
地
高

校
生
と
一
緒
に
台
北
市
内
を

巡
る
Ｂ
＆
Ｓ
（
ブ
ラ
ザ
ー
ア

ン
ド
シ
ス
タ
ー
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
し
、
英
語
や
ボ
デ

ィ
ー
ラ
ン
ゲ
ー
ジ
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が

ら
観
光
を
行
っ
た
。
ま
た
、

工
業
系
の
企
業
訪
問
を
行

い
、機
械
、自
動
車
、電
気
、

デ
ザ
イ
ン
、
建
築
、
土
木
の

六
つ
の
類
型
に
分
か
れ
て
工

場
見
学
や
体
験
を
行
っ
た
。

現
地
企
業
を
訪
問
し
、
現
地

で
働
く
日
本
人
か
ら
海
外
で

働
く
こ
と
の
大
変
さ
や
面
白

さ
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
れ
に
加
え
、
事

前
指
導
の
際
に
、
海
外
事
業

経
験
豊
富
な
同
校
前
身
で
あ

る
世
田
谷
工
業
高
校
Ｏ
Ｂ
に

よ
る
講
演
を
通
し
て
「
海
外

で
働
く
意
義
」
に
つ
い
て
学

ん
だ
。

　
こ
の
ほ
か
、
台
湾
高
速
鉄

道
、
淡
水
、
九
份
、
十
份
、

故
宮
博
物
院
の
五
つ
の
コ
ー

ス
に
分
か
れ
、
台
北
市
内
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
巡
り
や
異
文

化
体
験
を
行
い
、
台
湾
の
歴

史
や
文
化
に
触
れ
、
国
際
理

解
を
深
め
た
。

　
帰
国
後
、
多
く
の
生
徒
は

高
校
生
と
の
交
流
が
最
も
印

象
的
だ
と
話
し
た
。
中
に
は

連
絡
先
を
交
換
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
つ
な
が
る
生
徒
も
い
た
。

　
修
学
旅
行
の
成
果
に
つ
い

て
藤
原
教
諭
は
「
初
め
て
海

外
に
行
く
生
徒
も
多
く
、
入

国
、
出
国
、
換
金
な
ど
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
プ
ロ
セ
ス

を
体
験
し
て
理
解
し
た
。
国

際
人
と
な
る
第
一
歩
と
な
れ

ば
」
と
評
価
し
、
「
台
湾
で

は
接
客
さ
れ
る
外
国
人
と
し

て
の
立
場
だ
っ
た
が
、
今
度

は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
多
く
の

訪
日
客
に
対
し
て
、
ど
う
し

た
ら
喜
ば
れ
る
か
を
考
え
て

ほ
し
い
」
と
生
徒
の
今
後
の

成
長
に
期
待
し
た
。

　
今
後
の
修
学
旅
行
の
内
容

に
つ
い
て
は
「
今
の
内
容
を

た
だ
単
純
に
繰
り
返
す
の
で

は
な
く
、
交
流
先
の
高
校
と

メ
ー
ル
を
使
い
英
語
で
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
な

ど
、
経
験
を
授
業
に
生
か
せ

る
も
の
に
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　
世
界
で
活
躍
す
る
工
業
人

と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た

今
年
度
の
修
学
旅
行
。
平
田

校
長
は
次
の
よ
う
に
総
括
す

る
。

　
「
修
学
旅
行
で
は
、
本
校

独
自
の
二
つ
の
特
色
が
伝
統

と
し
て
受
け
継
が
れ
、
毎
回

深
化
し
て
い
る
。
今
後
は
こ

の
特
色
を
よ
り
広
げ
て
掘
り

下
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
る
。
学
校
交
流
で
は
ダ
ン

ス
や
歌
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

だ
け
で
な
く
、
現
地
の
工
業

高
校
で
実
際
に
行
わ
れ
て
い

る
実
習
を
現
地
の
言
葉
で
受

け
る
な
ど
、
日
本
と
海
外
の

違
い
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
し
た
い
」
。

　
ま
た
、
「
修
学
旅
行
を
通

じ
て
知
り
あ
っ
た
現
地
生
徒

と
数
年
後
、
数
十
年
後
に
世

界
の
工
業
の
舞
台
で
再
会
し

た
時
に
、
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
も
ら
え
れ
ば
最
高

だ
」
と
修
学
旅
行
を
経
験
し

た
生
徒
た
ち
の
未
来
に
対
す

る
夢
を
語
っ
た
。


